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   上天草市立龍ヶ岳小学校 学校だより 

「坐辺師友」 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

「みなさん、 

“夢や目標”はありますか？」 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

本年度の学校教育目標は、「チャレンジ」と「貢献」をキーワードに設定しました。「夢

の実現」に向けて、あきらめずにチャレンジする子供たち、そして、地域や家族、友だちに貢

献できる子供たちを育てていきたいと考えています。子供たちは将来を担う大切な宝です。

龍ヶ岳小学校全職員で責任を持って、守り、育てていきます。 

特に、人権教育を基盤とした学校経営に努め、「子供たちに夢を与え、育む教育」、「命
を大切にする心を育む教育」に力を入れたいと考えています。龍ヶ岳小学校の子供たち１人

１人に寄り添い、教育に全力を注ぎます。 

１年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

職名等 名 前 
校長  桑原 秀明 

教頭  
教務・理科専科  
ひまわり１組  

１年１組  
２年１組  
３年１組  
４年１組  
５年１組  
６年１組  
拠点校指導教員  
養護教諭  
栄養教諭  
事務職員  
特別支援教育補助教員  
特別支援教育補助教員  
学校用務員  
給食技師  
給食調理員  
給食調理員  
給食調理員  
給食調理員  
地域学校協働活動推進員   

 

学 級 男子 女子 計 

ひまわり(１･２･５･６年) ４ １ ５ 

１年１組 ４ ６ １０ 

２年１組 ８ ６ １４ 

３年１組 １０ ５ １５ 

４年１組 ７ ３ １０ 

５年１組 ８ ９ １７ 

６年１組 ７ １４ ２１ 

合  計 ４８ ４４ ９２ 

 

４月８日（月）始業式の日に、子供たちに投
げかけた質問です。 
夢や目標があれば、やる気が出ます。行動が
変わります。何より、楽しくなります。子供たち、
そして、先生方には、将来の夢や目標を持って
ほしいと思います。そして、その実現に向けて、
チャレンジしていってほしいと思います。 

令和７年度 学校教育目標 

「夢の実現」に向け、チャレンジと貢献 
～気づき・考え・実行する（ＫＫＪ）龍っ子の育成～ 

令和７年度 児童数 ９２名 

令和７年度 職員構成 ２３名 

龍ヶ岳小学校１１５名が学び合い、

高め合いながら、一致団結して、がん

ばります。応援よろしくお願いします。 
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ご入学おめでとうございます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月９日(火)、１２名の子供たちが龍ヶ岳小学校に入学してきました。 

新１年生のみなさん、保護者の皆様、ご入学、誠におめでとうございます。式辞の中で、子供たち

に、三つのお願いをしました。一部を紹介します。 

一つ目は、「命を大切にすること」です。二つ目は、「早く寝て、早く起きて、朝ご飯をしっかり食べる

こと」です。元気が一番です。三つ目は、「お友だちとなかよくすること」です。 

そして、保護者の方々、地域の方々にも一つのお願いをしました。 

「子供たちをたくさん誉めていただきたい。」家庭や地域の愛情をたっぷり注がれて育った子は、

ふるさとに思いを寄せる子に育つと言われています。子供たちをたくさん誉めてください。 

”ほめ言葉のシャワー”をかけてやってください。よろしくお願いいたします。 

 

校長として赴任してまいりました桑原秀明と申します。大矢野町出身です。龍ヶ岳の子供たちを皆

様と一緒に育てていければと思っています。ご理解とご協力を何卒よろしくお願いいたします。 

※「坐辺師友（ざへんしゆう）」・・校長室に飾ってあった小山薫堂さんから贈られた言葉です。たま

たま出会った言葉です。「自分の身のまわりにあるものが、自分の師となり友となる。身のまわりにあ

るものを先生や友人と考えることで、いろいろな価値がそこに生まれてくる。」という意味だそうです。 

さいごに  

１年 「えいえいおー！」 

２年 「はなまる！」 

３年 「いいねえ」 

４年 「チャレンジ！」 

５年 「レッツチャレンジ！」 

６年 「はい！よろこんで」 

ひまわり 「一歩ずつ」 

担任の先生方の思いが

溢れている？タイトルです。

１年間ご愛読よろしくお願

いします。 

通信タイトル  【参考】「地域に帰ってくる子供たち」 

中学校卒業までに、地域の大人から深く関わってもらった子供は、

４０超えたぐらいから、地域のために一肌脱ごうとする傾向が強いこと

が分かっている。出て行った子供たちは、地域のことをよく分かってい

て、自分の故郷を持っている子供は、自分のふるさとのために貢献し

たいと思う気持ちが強くなることが分かっている。 

ふるさとを作る学力＝作って支える学力を地域でつけていく＝地域

学校協働活動、コミュニティ・スクールという施策がある。 

どのくらい地域が子供にかかわれるかが、子供たちが地域を担う

かということに深く関わっている。 

第４９回全国公民館大会より（東京大学大学院教授 牧野篤氏） 


